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募　

集

イ
ベ
ン
ト

そ
の
他

一
日
生
け
花
講
習
会

　

新
春
の
お
正
月
花
を
生
け
て
み
ま

せ
ん
か
？ 

自
分
で
生
け
た
花
で
新

12
月
27
日　

旭
台
会
館

障
害
者
控
除
対
象
者
に

認
定
書
を
交
付
し
ま
す

　

市
で
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

時
に
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者　

介
護
を
要
す
る
方
、
ま
た

は
税
法
上
の
障
害
者
控
除
に
該
当

す
る
程
度
の
障
害
を
持
っ
て
い
る
方

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳

　

白
雲
荘
で
は
、
各
種
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
が
、
12
月
５
・
６
・
７
日

の
３
日
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で
作

ら
れ
た
作
品
の
展
示
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
出
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

白
雲
荘

☎
２
６
・
４
１
２
６

白
雲
荘
で

　
　
　

展
示
会
開
催

12
月
５
・
６
・
７
日

お 気 軽 に

　市政や市民生活などにつ
いて、直接市長と話し合い
ませんか。どうぞ、気軽に
お申し込みください。

◆日　時　
　平成21年１月30日（金）                     
　午前 10 時～正午

                                 1 組 20 分以内（４組まで）
◆場　所　市役所  市長公室（２階）
◆対象者　市内に在住・通勤・通学する個人、
　　　　　 グループ
◆申込締切　12 月 26 日（金）
◆申し込み・問い合わせ　市役所 秘書広聴課 
　☎ 23 - 1111（内線 211）
＊公務の都合上、日程が変更・中止となる場合が　
あります。申し込み多数の場合は抽選になります。

市長  と  語ろうと
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男

子
）
自
衛
官
募
集

応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

男
子
（
採
用
時
）

試
験
日　

毎
月
１
回
実
施

入
隊
時
期　

平
成
21
年
３
・
４
月

※
宿
舎
費
は
無
料
で
、
食
事
・
制
服
・

靴
な
ど
の
衣
服
類
や
寝
具
な
ど
も
支

給
ま
た
は
貸
与
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部 
土
浦

地
域
事
務
所

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
６
９
８
６　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

 http://w
w

w
.

m
od.go.jp/pco/ibaraki/

石
岡
市
役
所 

総
務
課 

し
い
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

日
時　

12
月
27
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

会
場　

旭
台
会
館

定
員　

10
名
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
、
抽
選
に
な
り
ま
す
）

費
用　

２
５
０
０
円
（
花
代
）

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
期
間　

12
月
９
日
（
火
）
か
ら

16
日
（
火
）
ま
で
で
、
受
付
時
間
は

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
な

り
ま
す
。　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
旭
台
会
館

☎
２
６
・
１
３
６
６

ＦＡＸ
２
６
・
１
７
８
０

電
子
メ
ー
ル　

asahidai@
sm

ile.
ocn.ne.jp

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

八
郷
総
合
支
所 

総
務
課 

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
４
４
）

石岡市役所
　☎ 23‐1111

八郷総合支所
　☎ 43‐1111

石岡消防署
　☎ 23‐0119

八郷消防署
　☎ 43‐6491

火災情報
　☎ 24‐1818

テレホンサービス
　☎ 0800‐800‐7766
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ネットワーク
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情報　ネットワーク
　

入
れ
歯
に
使

わ
れ
て
い
る
金

属
を
リ
サ
イ
ク

ル
資
源
と
し
て

回
収
し
ま
す
。

　

そ
の
収
益
金
は
、
日
本
ユ
ニ
セ
フ

協
会
を
通
じ
て
世
界
中
の
恵
ま
れ
な

い
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
金
と
し
て

活
用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
一
部
は
社
会
福
祉
協
議
会

の
善
意
銀
行
に
も
寄
付
さ
れ
、
社
会

福
祉
に
役
立
て
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
不
要
入
れ
歯
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
し
た
の
で
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

入
れ
歯
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力
を
！

12
月
19
日

「
心
の
健
康
づ
く
り
」

　
　
　
　
　

  

講
演
会

　

市
で
は
、
地
域

や
職
場
に
お
け
る

心
の
健
康
に
関
す

る
普
及
啓
発
の
一

環
と
し
て
、「
働
き
盛
り
の
心
の
健

康
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
19
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま

わ
り
の
館
「
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
」

講
師　

大
築 

明
生 

氏
（（
財
）
茨

城
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

専

任
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

定
員　

３
０
０
名

問
い
合
わ
せ

市
役
所 

社
会
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）

年
末
年
始
の
パ
ス
ポ
ー
ト

取
扱
窓
口
の
ご
案
内

　

県
南
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

12
月
29
日
（
月
）
か
ら
21
年
１
月
４

日
（
日
）
ま
で
休
み
に
な
り
ま
す
。

※
年
内
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を
交
付
で
き

る
の
は
、
12
月
16
日
（
火
）
ま
で
に

申
請
が
受
理
さ
れ
た
方
に
な
り
ま
す
。

通
常
受
付　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
45
分

問
い
合
わ
せ

県
南
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
・
８
２
５
・
４
５
５
５

12
月
29
日
～
平
成
21
年
１
月
４
日

教
育
ロ
ー
ン
と

　
　

利
子
補
給
制
度

◇
教
育
ロ
ー
ン

融
資
額　

最
高
５
０
０
万
円
（
一
括

融
資
ま
た
は
分
割
融
資
）

返
済
期
間　

最
長
10
年　

元
金
据
置

期
間
（
最
長
５
年
）
設
定
可

金
利　

1.9
％
～
2.4
％
（
20
年
12
月
１

日
現
在
）
※
固
定
金
利
・
特
別
金
利

保
証
料
は
個
人
負
担

保
証　

茨
城
県
労
働
者
信
用
基
金
協

会
の
保
証　

◇
利
子
補
給
制
度

　

在
学
中
（
最
長
４
年
以
内
）
の
、

子
ど
も
一
人
あ
た
り
１
０
０
万
円

（
一
世
帯
３
０
０
万
円
）
ま
で
の
融

資
に
対
し
、
年
１
％
の
利
子
補
給
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

※
対
象
は
、
県
内
居
住
者
ま
た
は
県
内

の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
方
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

（
財
）
茨
城
県
勤
労
者
育
英
基
金

☎
０
２
９
・
２
３
１
・
０
２
３
５

等
を
持
っ
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
方

※
審
査
に
基
づ
き
認
定
し
ま
す
の

で
、該
当
に
な
ら
な
い
方
も
い
ま
す
。

申
請
方
法　

該
当
者
の
介
護
保
険

証
、
申
請
人
と
対
象
者
の
認
印
を
持

参
の
う
え
、
市
役
所 
高
齢
福
祉
課

ま
た
は
八
郷
総
合
支
所 
市
民
窓
口

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
認
定
書
は
、
後
日
郵
送
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
役
所 

高
齢
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
３
）

設
置
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
、
八
郷

総
合
支
所
、
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ

ま
わ
り
の
館

回
収
の
対
象　

部
分
入
れ
歯
、ブ
リ
ッ

ジ
な
ど
金
属
が
使
用
さ
れ
て
い
る
も

の
、
歯
に
か
ぶ
せ
た
ク
ラ
ウ
ン
な
ど

問
い
合
わ
せ

石
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

工
業
統
計
調
査
に

　

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計

調
査
を
12
月
31
日
現
在
で
実
施
し

ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活

動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
調
査
結
果

は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施

策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利
用

さ
れ
る
と
と
も
に
、
企
業
、
大
学
な

ど
で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高
等
学

校
の
教
材
な
ど
、広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

　

提
出
さ
れ
た
調
査
票
の
内
容
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
役
所 

企
画
課 

統
計
担
当

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）
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ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
社
会
実
験
開
始

　

常
磐
自
動
車
道
の
三
郷
料
金
所
ス

マ
ー
ト
IC
は
、
本
線
料
金
所
に
併
設

す
る
全
国
初
の
ス
マ
ー
ト
IC
で
す
。

入
口
・
出
口
に
ゲ
ー
ト
が
２
か
所
ず

つ
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ゲ
ー
ト
の
前

で
必
ず
停
止
し
な
い
と
ゲ
ー
ト
が
開

き
ま
せ
ん
の
で
、
利
用
の
際
は
十
分

注
意
く
だ
さ
い
。

開
始
日
時　

12
月
19
日
（
金
）　

　
　
　
　
　

午
後
３
時
～

実
施
か
所　

常
磐
自
動
車
道 

三
郷

料
金
所
付
近（
三
郷
市
小
谷
堀
地
先
）

対
象
車
種　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
搭
載

12
月
19
日　

三
郷
料
金
所

外
国
人
相
談
全
国
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
の
設
置

　

12
月
28
日
ま
で
、
東
京
外
国
人
在

留
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
に
﹁
外
国
人
相
談
全
国
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
﹂
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
の
方
に
関
す
る
入
国
・
在

留
審
査
手
続
と
不
法
に
滞
在
す
る
外

国
人
に
関
す
る
手
続
き
な
ど
、
知
り
た

い
こ
と
や
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
利
用
く
だ
さ
い
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
・
５
６
７
・
１
１
５

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

日
時　

21
年
１
月
16
日
（
金
）・
17

日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所　

茨
城
県
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

（
水
戸
市
千
波
町
東
久
保
６
９
７
）

受
講
料　

１
万
１
８
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
を
含
み
ま
す
）

定
員　

１
０
０
名

申
込
方
法　

申
込
書
に
記
入
し
、
直

接
ま
た
は
現
金
書
留
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
申
込
書
は
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
連
絡
後
、
届
き
ま
す
）

申
込
開
始　

12
月
15
日
（
月
）
～

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
（
社
）
日
本

ボ
イ
ラ
協
会
茨
城
支
部　

〒
３
１
０︲

０
０
２
２ 

水
戸
市
梅
香
１︲

５︲

５

☎
０
２
９
・
２
２
５
・
６
１
８
５

ＦＡＸ  
０
２
９
・
２
２
５
・
６
５
０
９

小
規
模
ボ
イ
ラ
ー

　
　

取
扱
技
能
講
習

国民健康保険加入者の方へ

平成21年 1月 31日まで

平成 20年度 

人間ドック・脳ドックの受診
①日帰り・１泊人間ドック（20,000 円助成）
②日帰り脳ドックA（特定健診有：25,000円助成）
③日帰り脳ドックB（特定健診無：13,000円助成）
・補助対象者は、30 歳以上 75 歳未満の方で国
保税を完納している世帯の方です。
・受診は、平成 21 年１月 31 日までです。
・特定健康診査を受診した方は、人間ドック等の
受診はできません。
・受診希望者は、医療機関に予約した後に、国民
健康保険証と予約票、印鑑を持って市役所保険年
金課または、総合支所市民窓口課に申請ください。

し
た
普
通
車
・
軽
自
動
車
・
二
輪
車

（
た
だ
し
、
け
ん
引
車
は
除
き
ま
す
）

利
用
方
向　

水
戸
方
面
へ
の
入
口
、

水
戸
方
面
か
ら
の
出
口

利
用
時
間　

24
時
間　

問
い
合
わ
せ　

三
郷
市
役
所 

企
画
調
整
課

☎
０
４
８
・
９
５
３
・
１
１
１
１

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　

建
退
共
制
度

　

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
建

設
現
場
で
働
く
方
の
た
め
に
、
中
小

企
業
退
職
金
共
済
法
と
い
う
法
律
に

よ
り
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

事
業
主
の
方
は
、
現
場
で
働
く
労

働
者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た
日
数
に

応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
貼

り
、
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ

と
を
や
め
た
と
き
に
、
建
退
共
か
ら

退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
業
界
全

体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設
業
を
営
む
人

対
象
と
な
る
労
働
者

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛
金　

日
額
３
１
０
円

特
長　

○
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、

確
実
、
申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単 

○
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対

　

象
と
な
り
ま
す 

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

○
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す

　

が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必

　

要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上

　

は
全
額
非
課
税

○
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は

　

企
業
間
を
通
算
し
て
計
算

問
い
合
わ
せ　

独
立
行
政
法
人 

勤
労

者
退
職
金
共
済
機
構 

建
退
共
茨
城
県

支
部　

☎
０
２
９
・
２
２
１
・
５
１
２
６

■問い合わせ　市役所 保険年金課 国保担当　
　　　　　　　 　　 ☎ 23-1111（内線 143）

広報いしおか　№７６　１６

情報　ネットワーク
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募　

集

ス
ポ
ー
ツ
情
報

石岡海洋センター☎ 23－5191　　柏原野球公園管理事務所☎ 23-8158　　朝日スポーツ交流施設☎ 43-6884

石岡運動公園
☎26-7210

八郷総合
運動公園
☎43-6884

結　

果

９
月
９
日　

月
例
会

優　

勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

準
優
勝　

石
岡
城
南

三　

位　

城
南
ラ
ン
ド
ム

９
月
11
日　

土
浦
石
岡
か
す
み
が
う

ら
３
市
交
流
会

準
優
勝　

城
南
ラ
ン
ド
ム

三　

位　

栄
松
チ
ー
ム

９
月
17
日　

あ
じ
さ
い
館
ふ
れ
あ
い

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
親
善
大
会

準
優
勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

三　

位　

栄
松
チ
ー
ム

９
月
28
日　

県
南
ブ
ロ
ッ
ク
総
合

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

コ
�
ト
優
勝　

東
光
台
チ
ー
ム

コ
�
ト
優
勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

優　

勝　

Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ

準
優
勝　

府
中
エ
ン
ジ
ェ
ル

三　

位　

杉
並
ク
ラ
ブ

三　

位　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

ゲ
�
ト
ボ
�
ル

　
　
　

９
月
の
結
果

＊
Ｇ
シ
ニ
ア
男
子
の
部

優　

勝　

谷
嶋　

昇

準
優
勝　

吉
田　

照
彦

三　

位　

小
松　

充

議
長
杯
タ
�
ゲ
�
ト
・

　
　

バ
�
ド
ゴ
ル
フ
大
会

＊
Ａ
の
部

優　

勝　

土
師
・
塩
谷
組
（
八
郷
）

＊
Ｂ
の
部

優　

勝　

志
村
・
沢
幡
組（
イ
ミ
ッ
ク
ス
）

＊
Ｃ
の
部

優　

勝　

鈴
木
・
森
組
（
イ
ミ
ッ
ク
ス
）

＊
Ｄ
の
部

優　

勝　

広
瀬
・
高
橋
組
（
八
郷
）

石
岡
レ
デ
�
�
ス

　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

秋
季
バ
レ
�
ボ
�
ル
大
会

優　

勝　

小
幡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

準
優
勝　

桜
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

三　

位　

石
岡
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

三　

位　

石
岡
ヤ
ン
キ
ー
ス

石
岡
市
親
善
武
道
大
会

日
時　

12
月
14
日
（
日
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分　

受
付
開
始

　
　
　

午
前
10
時　

試
合
開
始

場
所　

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

　
　
　

石
岡
商
業
高
等
学
校 

弓
道
場

種
目　

弓
道
・
剣
道
・
柔
道

参
加
申
込　

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

に
備
え
て
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の

う
え
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
２
６
・
７
２
１
０

ス
ポ
�
ツ
少
年
団
本
部
長
杯

　
　
　
　
　
　

 

野
球
大
会

秋
季
ソ
フ
ト
ボ
�
ル
大
会

優　

勝　

石
幼
フ
ァ
ザ
ー
ズ

準
優
勝　

ポ
ロ
ク
ラ
ブ

三　

位　

ビ
ー
ス
ト
Ⅱ

三　

位　

松
下
電
工（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）

野
球
連
盟
会
長
杯

　
　
　
　
　

野
球
大
会

優　

勝　

ゲ
ッ
ツ

準
優
勝　

日
本
ク
ラ
ウ
ン
コ
ル
ク

三　

位　

魔
界

三　

位　

チ
ェ
リ
ー

優　

勝　

石
岡
ジ
ェ
ノ
ア

準
優
勝　

ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス

三　

位　

フ
ォ
ー
ス

市
体
育
協
会
サ
�
カ
�

　
　

リ
�
グ
戦
︵
部
長
杯
︶

＊
男
子
ダ
ブ
ル
ス

Ａ
ク
ラ
ス

優　

勝　

堀
井
・
伊
田
組
（
山
王
）

準
優
勝　

都
留
・
竹
村
組
（
拉
麺
中
）

三　

位　

岡
野
・
広
瀬
組
（
八
郷
）

Ｂ
ク
ラ
ス

優　

勝　

渡
辺
・
竹
田
組
（
一
般
）

準
優
勝　

飯
田
・
黒
澤
組
（
岩
間
）

三　

位　

浅
野
・
浅
野
組
（
山
王
）

三　

位　

鈴
木
・
宮
本
組
（
シ
ャ
ト

ル
ふ
ぁ
ー
む
）

Ｃ
ク
ラ
ス

優　

勝　

池
田
・
小
川
組
（
東
）

準
優
勝　

久
保
・
藍
木
組（
百
里
基
地
）

三　

位　

下
村
・
阿
部
組
（
一
般
）

三　

位　

飯
村
・
岩
崎
組
（
八
郷
）

Ｄ
ク
ラ
ス

優　

勝　

小
沼
・
小
倉
組
（
一
般
）

準
優
勝　

宮
本
・
安
部
組
（
Ｎ
Ｂ
Ｃ
）

三　

位　

住
吉
・
小
出
組
（
Ｋ
Ｒ
Ｋ

茨
城
支
部
）

＊
女
子
ダ
ブ
ル
ス

Ａ
ク
ラ
ス

優　

勝　

髙
木
・
竹
内
組
（
山
王
）

石
岡
総
合

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

準
優
勝　

山
本
・
山
本
組
（
山
王
）

Ｂ
ク
ラ
ス

優　

勝　

中
尾
・
渡
辺
組
（
岩
間
）

準
優
勝　

面
・
望
月
組（
チ
ー
ム
し
ま
り
く
）

三　

位　

杉
林
・
望
月
組（
チ
ー
ム
し
ま
り
く
）

Ｃ
ク
ラ
ス

優　

勝　

小
林
・
広
瀬
組
（
シ
ャ
ト

ル
ふ
ぁ
ー
む
）

準
優
勝　

田
代
・
岡
組
（
シ
ャ
ト
ル

ふ
ぁ
ー
む
）

三　

位　

沼
知
・
中
川
組（
チ
ー
ム
し
ま
り
く
）

三　

位　

相
澤
・
平
組
（
羽
丸
Ｂ
Ｇ
）

＊
シ
ニ
ア
男
子
の
部

優　

勝　

鈴
木　

将
史

準
優
勝　

高
橋　

邦
雄

三　

位　

鈴
木　

昌
平

＊
女
子
の
部

優　

勝　

梶
原　

サ
ク
子

準
優
勝　

千
葉　

初
子

三　

位　

森
田　

美
知
子

１７　広報いしおか　№７６



★
予
防
接
種
は
忘
れ
ず

に
接
種
し
ま
し
ょ
う
！

★★

★
20
年
度 

成
人
対
象

集
団
検
診
が
終
了

★
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
を
！

　

毎
年
冬
に
な
る
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
が
み
ら
れ
ま
す
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
発
症
す

る
病
気
で
、
風
邪
よ
り
も
感
染
力
が

強
く
、
症
状
が
重
い
こ
と
が
特
徴
で

す
。
38
～
40
℃
の
急
激
な
高
熱
で
発

症
し
、
悪
寒
、
倦
怠
感
な
ど
の
全
身

症
状
を
伴
い
ま
す
。
幼
児
や
65
歳
以

上
の
高
齢
者
、
妊
婦
、
肺
や
心
臓
の

慢
性
的
疾
患
患
者
、
糖
尿
病
・
腎
臓

病
患
者
、
免
疫
不
全

状
態
の
人
は
症
状

が
重
く
な
り
や
す

く
、
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。

　

予
防
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
予
防
接
種
が
有
効
で
す
。
保

健
セ
ン
タ
ー
で
は
市
内
在
住
の
65
歳

以
上
に
な
る
方
や
、
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
方
で
、
心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸

器
に
重
い
病
気
の
あ
る
方
（
身
体
障

害
者
１
級
程
度
）
に
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
券
を
発
行
し
て
い

ま
す
の
で
活
用
く
だ
さ
い
。
有
効
期

限
は
12
月
30
日
（
火
）
で
す
。

※
必
ず
し
も
接
種
を
受
け
る
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
。

《
普
段
の
生
活
で
気
を
つ
け
る
ポ
イ

ン
ト
》

①
ウ
イ
ル
ス
が
体

　

に
入
ら
な
い
よ

　

う
に
手
洗
い
を

　

徹
底
す
る
こ
と

②
抵
抗
力
を
つ
け
る
た
め
に
、
十
分

　

な
栄
養
と
睡
眠
を
と
る
こ
と

③
感
染
者
に
は
近
づ
か
な
い
こ
と
、

　

発
症
し
た
ら
人
に
う
つ
さ
な
い
よ

　

う
に
外
出
を
し
な
い
こ
と

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

た
ら
、
早
め
に
受
診
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
適
切
な
治
療
を
う
け
、
水

分
補
給
と
十
分
な
栄
養
、
休
息
を
と

り
、
安
静
に
し
て
い
れ
ば
３
～
７
日

ほ
ど
で
治
り
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢

者
や
幼
児
な
ど
の
場
合
は
、
重
症
化

し
や
す
い
た
め
病
気
の
経
過
を
注
意

深
く
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

現
在
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
対
応
し
て
い

な
い
の
で
、
予
防
効
果
は
あ
り
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
、
三
つ
の
ポ
イ
ン

ト
を
き
ち
ん
と
徹
底
し
て
感
染
を
防

ぎ
、
自
分
の
身
を
自
分
で
守
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷

風
）
や
麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防
接
種

は
、
乳
幼
児
期
に
受
け
た
予
防
接
種

の
追
加
接
種
と
し
て
、
免
疫
を
補
強

し
病
気
を
予
防
す
る
た
め
の
大
事
な

も
の
で
す
。
体
調
の
良
い
時
に
、
忘

れ
ず
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
対
象
者
に
は
、
必
要
書
類
を
郵
送

し
て
あ
り
ま
す
。

手
元
に
な
い
場
合

は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
に
て
発
行
し

ま
す
の
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

二
種
混
合
予
防
接
種 

●

　

乳
幼
児
期
に
受
け
た
三
種
混
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
・
百
日
咳
）

の
追
加
接
種

【
対
象
者
】
市
内
小
学
６
年
生

　
（
平
成
８
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　
　

９
年
４
月
１
日
生
）

【
接
種
期
間
】

　

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

【
接
種
方
法
】
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
（
予
約
制
）

● 

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種

　
（
２
期
・
４
期
） ●

　

幼
児
期
に
受
け
た
麻
し
ん
・
風
し

ん
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種

【
対
象
者
】

２
期
…
平
成
21
年
４
月
に
小
学
校
入

学
の
方
（
平
成
14
年
４
月
２
日
～
15

年
４
月
１
日
生
）

４
期
…
高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
年

齢
の
方
（
平
成
２
年
４
月
２
日
～
３

年
４
月
１
日
生
）

【
接
種
期
間
】

　

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

【
接
種
方
法
】
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
（
予
約
制
）

　

平
成
20
年
度
予
定
の
、
成
人
対
象

の
集
団
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
は
、

12
月
17
日
で
す
べ
て
終
了
し
ま
す
。

・
精
密
検
査
の
対
象
に
な
っ
た
方
は
、

　

乳
幼
児
期
は
乳
歯
の
萌
出
時
期
に

あ
た
り
、
生
後
６
か
月
頃
か
ら
生
え

始
め
た
歯
は
、
２
歳
６
か
月
か
ら
３

★
ピ
カ
ピ
カ

歯
み
が
き
教
室

八
郷
地
区
・
１
月
15
日

必
ず
医
療
機
関
で
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

・
特
定
健
康
診
査
・
健
康
診
査
で
要

医
療
に
な
っ
た
方
も
医
療
機
関
で
受

診
し
、
今
後
の
治
療
に
つ
い
て
医
師

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・
要
医
療
や
要
指
導
に
な
っ
た
方
は
、

生
活
習
慣
の
見
直
し
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

食
事
の
量
や
内
容
、
運
動
、
休
養
、

喫
煙
な
ど
気
に
な
る
と
こ
ろ
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？ 

自
分
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
た
い
方
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
の
「
保
健
相
談
室
」「
生
活
習

慣
改
善
指
導
」
を
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
40
～
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
の
方
で
集
団
健
診
を
受
け
て
い
な

い
方
は
、
受
診
券
を
持
参
す
れ
ば

指
定
す
る
医
療
機
関
で
健
診
を
受
け

ら
れ
ま
す
。
受
診
券
の
有
効
期
間
は

21
年
１
月
31
日
ま
で
で
す
の
で
、
希

望
す
る
方
は
受
診
券
の
有
無
を
確
認

し
、
早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

広報いしおか　№７６　１８

健
康
ガ
イ
ド

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
２
４・１
３
８
６　
FAX
２
４・４
６
３
８

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
４
３・６
６
５
５　
FAX
４
４・１
４
９
２

石
岡
地
区
・
12
月
10
日



　

高
血
糖
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候

群
の
要
因
の
一
つ
で
す
。

　

市
で
は
、
血
糖
値
の
気
に
な
る
方

の
勉
強
会
を
実
施
し
ま
す
。
食
事
や

運
動
な
ど
、
日
常
生
活
の
改
善
で
糖

尿
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

家
族
の
方
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。

【
日
時
】
全
３
回 

木
曜
日

回　

数

期　

日

時　

間

第
１
回
１
月
22
日
午
後
１
時
30
分

～
３
時

第
２
回
１
月
29
日

第
３
回
２
月
５
日

【
内
容
】

①
医
師
講
話

「
ま
だ
間
に
合
う
、

糖
尿
病
の
予
防
」

②
栄
養
士
講
話

「
何
を
ど
の
ぐ
ら
い
食
べ
れ
ば
い
い

★★

★
献
血

歳
頃
に
乳
歯
20
本
が
萌
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
永
久
歯
は
５
歳
前
か
ら
生

え
始
め
ま
す
が
、
比
較
的
短
期
間
で

急
速
に
う
歯
が
増
加
す
る
場
合
が
あ

り
、虫
歯
予
防
に
重
要
な
時
期
で
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
う
歯
予
防

と
歯
磨
き
を
含
む
生
活
習
慣
の
見
直

し
を
す
る
た
め
に
、
幼
児
と
保
護
者

の
方
に
歯
磨
き
指
導
と
フ
ッ
化
物
塗

布
を
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

●
石
岡
地
区

【
日
時
】
12
月
10
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時 

受
付

【
定
員
】
15
人

【
内
容
】

　

歯
み
が
き
指
導
と
フ
ッ
化
物
塗
布

【
対
象
】

　

永
久
歯
の
生
え
て
い
る
未
就
学
児

【
会
場
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

※
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
ま

す
。
毎
月
、
２
歳
児
母
子
歯
科
健
診

と
同
時
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
八
郷
地
区

【
日
時
】
１
月
15
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分
受
付

【
定
員
】
40
人

【
申
込
受
付
期
間
】

　

12
月
８
日
（
月
）
～
12
日
（
金
）

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

★
離
乳
食
講
習
会
の
参

加
者
募
集
！

八
郷
地
区

　

離
乳
食
は
赤

ち
ゃ
ん
が
生
後

５
か
月
～
６
か

月
を
目
安
に
開

始
し
ま
す
。

　
「
離
乳
食
づ
く
り
」
と
い
う
と
「
難

し
い
」「
大
変
そ
う
」
と
感
じ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ほ
ど
難
し

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
た

ち
の
食
事
を
作
り
な
が
ら
赤
ち
ゃ

ん
の
分
を
取
り
分
け
て
離
乳
食
を
作

る
事
が
で
き
ま
す
。
簡
単
な
離
乳
食

の
作
り
方
や
毎
日
の
離
乳
食
作
り
に

役
立
つ
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

12
月
18
日
（
木
）　

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

※
受
付
は
午
前
９
時
～
９
時
10
分

※
終
了
時
間
は
多
少
前
後
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

【
場
所
】
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

★
血
糖
値
の
気
に
な
る

方
の
勉
強
会
を
開
催

八
郷
地
区

◎
12
月
９
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

　
　

国
府
地
区
公
民
館

◎
12
月
17
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　

八
郷
総
合
支
所

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　

カ
ド
ヤ
八
郷
店

◎
12
月
25
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
正
午

　

午
後
１
時
～
４
時

　
　

ジ
ャ
ス
コ
石
岡
店

＊
４
０
０
ml
献
血
は
、
副
作
用
発
生

の
可
能
性
が
低
い
の
で
患
者
が
安
心

し
て
使
用
で
き
ま
す
。
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
内
容
】

　

歯
み
が
き
指
導
と
フ
ッ
化
物
塗
布

【
対
象
】

　

２
歳
６
か
月
か
ら
就
学
前
の
幼
児

　

と
そ
の
保
護
者

【
会
場
】
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】
調
理
実
習
と
試
食

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

赤
ち
ゃ
ん
の
お
出
か
け
グ
ッ
ズ
一
式

（
お
む
つ
・
ミ
ル
ク
な
ど
）

【
対
象
月
齢
】
生
後
４
か
月
～
７
か

月
児
程
度

【
予
約
受
付
】
～
12
月
12
日
（
金
）

【
定
員
】
先
着
15
組

の
？ 

」「
間
食
を
し
て
も
い
い
の
？
」

③
運
動
指
導
士
講
話
と
実
技

「
血
糖
値
や
体
脂
肪
を
下
げ
る
運
動

は
？
」

【
会
場
】
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

【
申
込
期
間
】
12
月
22
日
（
月
）
～

１
月
20
日
（
火
）

＊
土
日
、
祭
日
、
年
末
年
始
を
除
く

【
定
員
】
30
人
（
先
着
順
。
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
石
岡
小
学
校

・
大
好
き
い
ば
ら
き
作
文
コ
ン
ク
ー

ル　

茨
城
新
聞
社
長
賞

　
　
　
　
　
　

６
年　

櫻
井　

香か
す
み純

・
国
民
文
化
祭
い
ば
ら
き
２
０
０
８

霞
ヶ
浦
・
水
の
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
子
ど
も
絵
画
展
」　

茨
城
県
議
会
議
長
賞

　
　
　
　
　
　

４
年　

柏
木　

誠ま
さ
し史

・
茨
城
県
牛
乳
消
費
拡
大
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル　

優
秀
賞
（
茨
城
新
聞
社
長
賞
）

　
　
　
　
　
　

４
年　

横
山　

大だ
い
き輝

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
小
中
学
校

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
に
基
づ
き
、

受
賞
し
た
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】

受
賞
お
め
で
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
す
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図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

中
央
図
書
館
２
階

《
12
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
６
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

《
12
月
の
お
は
な
し
会
》

・
20
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

中
央
公
民
館
和
室

《
12
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
13
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
ぐ
ら
い
ま
で
で
す
。
ま
た
、

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
出
で
く

だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
時
間
は
約
30

分
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

 1～５
12・13
19・26
30

  12 月

【休　館　日】
 １月

１・８
15・22
　23  
29～31   

◆
日
時　

12
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
15
分
〜

　
　
　
　
　
（
上
映
時
間
約
50
分
）

◆
会
場　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館

　
　
　
　

３
階
読
書
室

◆
対
象　

幼
児
・
児
童

☎
２
４
・
１
５
０
７

《
12
月
20
日　

冬
の
映
画
会
》

　
『
長
靴
を
は
い
た
猫
』

　
　
　

〜
入
場
無
料
〜

《
臨
時
休
室
と
閉
館
時
間
の

変
更
》

　

12
月
７
日
（
日
）、
中
央
公
民
館

の
図
書
室
が
公
民
館
ま
つ
り
の
た

め
、
休
室
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
12

月
28
日
（
日
）
は
、
中
央
・
東
・
城

南
の
各
地
区
公
民
館
の
図
書
室
が
休

室
と
な
り
ま
す
。

　

中
央
図
書
館
で
は
、
通
常
午
後
６

時
閉
館
の
と
こ
ろ
、12
月
28
日
（
日
）

は
、
５
時
に
閉
館
と
な
り
ま
す
。

　

迷
惑
を
か
け
ま
す
が
、
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

《
新
着
図
書
の
案
内
》

＊
一
般
図
書
＊

《
ご
存
知
で
す
か
？

　

図
書
館
間
の
相そ
う
ご
た
い
し
ゃ
く

互
貸
借
》

　
「
探
し
て
い
る
本
が
見
つ
か
ら
な

い
…
…
」
と
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
前

に
、カ
ウ
ン
タ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。

該
当
者
の
検
査
は
12
月
20
日
ま
で

　

こ
の
ほ
ど
、
石
岡
市
で
実
施
し
た

保
健
事
業
な
ど
で
、
血
糖
値
測
定
用

の
指
先
か
ら
採
血
す
る
穿
刺
器
具
を

使
用
す
る
に
あ
た
り
、
不
適
切
な
取

り
扱
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

市
民
の
方
々
に
は
、
ご
心
配
と
ご

迷
惑
を
か
け
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と

を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

な
お
、
こ
の
取
り
扱
い
方
法
に

よ
っ
て
感
染
症
の
発
生
が
あ
っ
た
と

い
う
報
告
は
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
対
象
と
な
る
方
に
８
月

か
ら
市
内
の
医
療
機
関
で
、
肝
炎
検

査
を
無
料
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
検
査
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

検
査
実
施
期
間
が
12
月
20
日
（
土
）

ま
で
で
す
の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に

連
絡
の
う
え
、
お
早
め
に
お
受
け
く

だ
さ
い
。

●
検
査
の
対
象
と
な
る
方

＊
八
郷
地
区

①
平
成
５
年
度
か
ら
17
年
度　

　

糖
尿
病
相
談
・
各
地
区
健
康
相
談

②
平
成
18
年
度
か
ら
19
年
８
月　

　

保
健
相
談
室
・
各
地
区
健
康
相
談

③
平
成
５
年
度
か
ら
19
年
度　

　

糖
尿
病
予
防
教
室
（
血
糖
値
の
気

に
な
る
方
の
勉
強
会
）

④
平
成
５
年
度
か
ら
19
年
度　

　

健
康
ま
つ
り

⑤
平
成
14
年
度
か
ら
16
年
度　

　

や
さ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

⑥
そ
の
他
老
人
会
・
八
郷
保
健
セ
ン

タ
ー
等
で
血
糖
値
測
定
を
受
け
た
方

⑦
平
成
14
年
度
か
ら
19
年
度
に
実
施

し
た
耐
糖
能
異
常
個
別
健
康
教
育
で

血
糖
値
測
定
の
た
め
、
血
糖
測
定
器

等
の
貸
し
出
し
を
受
け
た
方

＊
石
岡
・
八
郷
両
地
区

⑧
平
成
17
年
度
か
ら
19
年
度

　

い
し
お
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

以
上
の
保
健
事
業
に
参
加
し
た
方

の
う
ち
、
血
糖
値
測
定
用
の
穿
刺
器

具
で
採
血
さ
れ
た
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
保

健
セ
ン
タ
ー
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

血
糖
値
測
定
用
器
具
の
不
適
切
な
使
用
に
伴
う

■
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所 

健
康
増
進
課

　

・
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
４
３
・
６
６
５
５

　

・
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
２
４
・
１
３
８
６

お早めに !

「
蝶
々
さ
ん　

上
・
下
」
市
川
森
一
著

「
白
洲
次
郎
と
白
洲
正
子　

乱
世
に

生
き
た
二
人
」

　

牧
山
桂
子
・
青
柳
恵
介
・
須
藤
孝

　

光
著

「
に
わ
ぜ
ん
き
ゅ
う
の
だ
れ
で
も
描

け
る
お
地
蔵
さ
ま
」

　

に
わ
ぜ
ん
き
ゅ
う
文

「
自
転
車
で
健
康
に
や
せ
る
方
法
」

　

い
し
わ
た
り
康
著

「
史
記
㈠
」　

北
方
謙
三
著

＊
一
般
図
書
（
大
活
字
本
）
＊

「
胡
蝶
の
剣　

上
・
下
」　

津
本
陽
著

「
扇
形
の
ア
リ
バ
イ　

上
・
下
」

　

山
村
美
沙
著

「
四
十
八
歳
の
抵
抗　

上
・
下
」

　

石
川
達
三
著

「
蔵　

一
〜
四
」　

宮
尾
登
美
子
著

「
破
軍
の
星　

上
・
中
・
下
」

　

北
方
謙
三
著　
　
　
　
　
　

ほ
か

　

市
の
図
書
館
を
通
じ
て
、
県
立
図

書
館
な
ど
他
の
図
書
館
の
本
を
借

り
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
図
書
館
間
の
相
互
貸
借

と
い
い
ま
す
。
市
の
図
書
館
が
、
あ

な
た
に
代
わ
っ
て
他
の
図
書
館
か
ら

本
を
捜
し
、
貸
出
・
返
却
も
行
い
ま

す
。
利
用
者
は
市
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で

手
続
き
す
る
だ
け
で
す
。
利
用
で
き

る
の
は
、
市
内
在
住
の
方
で
す
。
貸

し
出
し
は
一
人
４
冊
ま
で
、
期
間
は

２
週
間
以
内
で
す
。

　

詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広報いしおか　№７６　２０



ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
そ
の
出
土
し
た
場
所
を
見
て
い

く
と
、
奈
良
県
近
辺
に
集
中
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
当
時
の
中
心
地
で

あ
っ
た
奈
良
県
で
作
ら
れ
て
い
た
可

能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で

す
。
と
す
る
と
、
前
回
ご
紹
介
し
た

鉄
槍
と
同
様
、
鏡
も
当
時
の
権
力
者

か
ら
丸
山
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
王
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
そ
う
で
す
。

　

丸
山
古
墳
の「
鏡
」や「
鉄
槍
」は
、

12
月
21
日
ま
で
小
美
玉
市
玉
里
史
料

館
の
参
考
展
示「
南
関
東
と
の
交
流
」

に
て
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

 シリーズ　㊴
文化振興課

 

新
し
く
展
示
し
ま
し
た
⑤

 

　

丸
山
古
墳
の

　
　
　
　
「
鏡
」

　

今
回
は
、
前
回
に
引
き
続
き
、
八

郷
地
区
高
友
の
丸
山
古
墳
の
出
土
品

か
ら
、「
鏡
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
鏡
」
は
姿
を
映
す
も
の
で
、
身

だ
し
な
み
を
確
認
し
た
り
、
化
粧
の

と
き
に
使
っ
た
り
す
る
日
常
生
活
の

道
具
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
古
墳
時
代
で
は
鏡
が
発

見
さ
れ
る
例
は
少
な
く
、
ま
た
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
王
の
墓
で
あ
る
古
墳
か

ら
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

今
の
よ
う
に
誰
も
が
持
っ
て
い
る
日

常
品
で
は
な
く
、
王
と
い
っ
た
限
ら

れ
た
人
だ
け
が
持
っ
て
い
た「
宝
物
」

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
丸
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た

鏡
は
、
直
径
８
ｃ
ｍ
余
り
の
も
の
で

す
が
、
鏡
の
裏
面
の
模
様
か
ら
中
国

の
鏡
を
参
考
に
（
倣な
ら

っ
て
）
日
本
で

作
ら
れ
た
「
倣
ぼ
う
せ
い
き
ょ
う

製
鏡
」
と
呼
ば
れ
る

も
の
に
あ
た
り
ま
す
。

　

で
は
、
そ
れ
は
日
本
の
ど
こ
で
作

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

残
念
な

が
ら
、
鏡
を
作
っ
て
い
た
工
房
跡
は

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

石
岡
市
国
府
三
丁
目
１-

16　

☎
２
７
・
５
１
７
１

開
館
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
８
時　

休
館
日
：
木
曜
日

☆
12
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
…
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

◆
み
ん
な
で
楽
し
む
＂ 

お
は
な
し
な
あ
に 

＂

　

い
っ
ぽ
ん
ば
し　

に
ほ
ん
ば
し
（
絵
本
と
手
あ
そ
び
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
日
（
土
）
午
後
２
時
～

◆
折
り
紙
教
室　
　

20
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

◆
育
児
サ
ー
ク
ル（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎
週
火
曜  

午
前
10
時
30
分
～

◆
心
と
体
の
健
康
相
談
・
お
し
ゃ
べ
り
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎
週
水
曜  

午
前
10
時
～

◆
日
本
語
教
室　

 

毎
週
金
曜  

午
前
10
時
～

◆
ち
り
め
ん
小
物
つ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
日
・
13
日
（
土
）
午
前
11
時
～

駐
車
場
は
、
ま
ち
か
ど
情
報

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
（
向
か
い

側
）・
市
営
駐
車
場
を
利
用

く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
21
日
（
日
）
午
後
２
時
～

出
演　

諏
訪 

光
英

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
…
昭
和
38
年
栃
木
盲
学
校
卒
業
、

第
２
回
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
、
古
河
市
に
て
諏
訪

鍼
灸
治
療
院
開
業

曲
目　

赤
と
ん
ぼ
・
名
月
赤
城
山
・
影
を
慕
い
て 

他

 

ま
ち
か
ど
音
楽
祭

ミニギャラリー
「
市
内
高
等
学
校
合
同
作
品
展
」

　

12
月
に
開
催
予
定
の
市
内
高
等
学
校
に
よ
る
作

品
展
は
、都
合
に
よ
り
来
年
１
月
に
な
り
ま
し
た
。

詳
細
は
、
１
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

12
月
６
日
（
土
）
～
23
日
（
火
）

「
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
展
」

▲丸山古墳の鏡

「
家
庭
介
護
の
い
ろ
は
」

　

進
む
高
齢
化
社
会
。
家
庭
で
の
介
護

も
避
け
ら
れ
な
い
現
実
。
介
護
の
基
本

を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　

12
月
17
日
（
水
）　

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

講
師　

石
岡
市
地
域
包
括
支
援
セ  

　
　
　

ン
タ
ー 

保
健
師

 

ま
ち
か
ど
学
習
会

デ
ジ
カ
メ
・
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
　
　
　

参
加
者
随
時
募
集
中
！

詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

§  

ア
ト
リ
エ
・
オ
ブ
ジ
ェ 

§

　

３
Ｄ
・
４
枚
の
同
じ
絵
柄
を

切
り
抜
き
、
い
か
に
立
体
的
に

見
せ
る
か
重
ね

て
い
く
イ
ン
テ

リ
ア
ク
ラ
フ
ト

で
す
。

要予約

毎
月
第
１
水
曜
日

【
バ
ザ
ー
ル
】
好
評
開
催
中
！

※
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
コ
ピ
ー
機
・
印
刷
機
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
は
が
き
の
印

刷
（
白
黒
印
刷
の
み
）
な
ど
に
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
休
館
の
お
知
ら
せ

12
月
27
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で
休
館
と
な
り
ま
す
。

２１　広報いしおか　№７６

時
の

記
憶

尺
八
・
ケ
ー
ナ
・
横
笛
の
演
奏



　　

　　　　　　　　　　　

　 　　　　

ハーモニーコーナー
か
が
や

き
の　
未来を拓

ひひ

く

　男
ひ
ひ
ひ
女 ひ
ひ

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

電
話
勧
誘
で

　
　
　

困
っ
て
ま
せ
ん
か
？

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
内
）

☎
２
２
・
２
９
５
０　

月
～
金
曜
日

午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時
30
分

話
の
内
容
と
は
全
く
違
っ
て
い
た
。

業
者
に
電
話
を
掛
け
て
も
出
な
い
。

◆
ア
ド
バ
イ
ス　

電
話
勧
誘
時
に
契

約
を
申
し
込
ん
で
い
ま
す
が
、
勧
誘

時
の
説
明
と
違
っ
て
い
れ
ば
約
束
違

反
で
す
。
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
為
に

も
、
電
話
勧
誘
時
の
内
容
を
書
面
な

ど
に
し
て
送
っ
て
貰
う
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。生
鮮
食
品
や
消
耗
品
は
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
対
象
外
で
す
。

＊
褒
章
な
ど
を
受
け
た
方
や
、
他
の

顧
客
名
簿
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
高
齢
者
世
帯
で
、
相
手
の
言
っ
て

い
る
内
容
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
「
は

い
」
と
言
っ
て
し
ま
い
、
品
物
が
届

き
驚
い
て
支
払
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。

【
事
例
１
】

　

以
前
受
け
た
褒
ほ
う
し
ょ
う
賞
の
事
を
知
っ
て

い
る
業
者
か
ら
、
電
話
で
商
品
の
勧

誘
を
う
け
た
。
断
っ
た
の
に
も
関
わ

ら
ず
品
物
を
送
り
つ
け
代
金
を
請
求

し
て
き
た
。「
名
入
れ
だ
か
ら
返
せ

な
い
」と
返
品
に
応
じ
て
く
れ
な
い
。

◆
ア
ド
バ
イ
ス　

申
し
込
み
の
承
諾

を
し
て
い
な
い
の
で
、
契
約
は
成
立

し
て
い
ま
せ
ん
。
相
手
が
契
約
を

主
張
し
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

で
き
ま
す
（
８
日
間
）。
た
だ
し
、

そ
の
ま
ま
に
せ
ず
書
面
で
通
知
し

ま
し
ょ
う
。

【
事
例
２
】

　

観
光
地
の
海
産
物
屋
を
名
乗
る

業
者
か
ら
突
然
電
話
が
来
た
。「
以

前
購
入
し
た
方
に
お
得
な
海
産
物
を

格
安
で
販
売
し
て
い
る
」
と
薦
め
ら

れ
て
申
し
込
ん
だ
。
以
前
、
旅
行
先

か
ら
海
産
物
を
送
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
て
同
じ
業
者
と
思
い
込
ん
で
し

ま
っ
た
。
着
払
い
だ
っ
た
の
で
お
金

を
支
払
い
、
中
を
開
け
て
見
た
ら
電

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
相
談
く
だ
さ
い
。

■
市
役
所
１
階 

相
談
室
（
毎
週
木
曜
日
）

■
八
郷
総
合
支
所
１
階 

相
談
室
（
今
月
は
12
月
24
日
（
水
））

問
い
合
わ
せ
・
相
談
予
約
先　

市
役
所 

企
画
課 

男
女
共
同
参

画
担
当　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

女性のための

困りごと相談

　

現
在
、
国
民
の
五
人
に
一
人
が

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
が
、
そ

の
６
割
近
く
を
占
め
る
の
が
女
性

で
す
。
さ
ら
に
、85
歳
以
上
で
は
、

女
性
が
実
に
７
割
を
占
め
、
高
齢

社
会
の
問
題
は
ま
さ
に
女
性
の
問

題
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
期
の
状
況
に
は
、

若
い
時
期
か
ら
の
働
き
方
や
家
族

構
成
な
ど
の
影
響
が
色
濃
く
現
れ

ま
す
。

　　

女
性
の
働
き
方
は
、
子
育
て
・

介
護
等
の
た
め
、
パ
ー
ト
な
ど
の

非
正
規
雇
用
が
多
く
、
就
業
年
数

も
短
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
結
果
、
高
齢
期
に
年
金
な
ど
の

収
入
が
少
な
く
な
り
が
ち
で
す
。

※
あ
わ
て
な
い
で
、
す
ぐ
に
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

～
「
高
齢
男
女
の
自
立
し
た
生
活
に
関
す
る
調
査
結
果
」
よ
り
～

　

一
方
、
男
性
で
単
身
の
場
合
、

約
半
数
は
子
ど
も
が
な
く
家
族
に

よ
る
支
え
も
期
待
し
に
く
い
状
況

で
す
が
、
調
査
に
よ
る
と
、
55
～

74
歳
の
単
身
男
性
の
四
人
に
一
人

が
「
話
し
相
手
や
相
談
相
手
が
い

な
い
」
状
況
で
、
地
域
で
の
孤
立

化
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

未
婚
や
離
婚
が
増
え
る
中
で
、

孤
立
や
経
済
困
窮
な
ど
の
問
題
を

抱
え
や
す
い
高
齢
の
単
身
世
帯

は
、
今
後
、
急
速
に
増
え
て
い
き

ま
す
。
特
に
単
身
世
帯
の
増
加
が

著
し
い
の
が
男
性
で
、
約
20
年
後

の
２
０
３
０
年
に
は
、
男
女
共
に

約
２
割
が
一
人
暮
ら
し
の
社
会
に

な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
高

齢
女
性
だ
け
で
な
く
、
高
齢
の
単

身
男
性
に
対
す
る
支
援
も
課
題
と

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
の
調
査
に
よ
る
と
、

男
性
雇
用
者
の
18･

３
％
、
女
性

で
は
実
に
半
数
以
上
が
非
正
規
雇

用
で
あ
り
、
増
加
傾
向
が
う
か
が

え
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
将
来
、
老
後
の
生
活

設
計
を
描
き
に
く
い
層
の
増
加
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
高
齢
男
女
を
巡

る
状
況
は
若
い
時
期
か
ら
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
と
も
関
連
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
男
女
の
状
況
の
違
い
に

配
慮
し
、
高
齢
期
の
経
済
的
自
立

に
つ
な
が
る
環
境
づ
く
り
や
、
単

身
世
帯
を
家
庭
や
地
域
で
支
え
あ

う
生
活
自
立
支
援
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

２
０
３
０
年
に
は

高
齢
男
女
を
め
ぐ
る
状
況

非
正
規
雇
用
の
増
加

高
齢
化
社
会
の
新
た
な
変
化

高
齢
男
女
の
約
２
割
が

　

一
人
暮
ら
し
の
社
会
へ
!?

広報いしおか　№７６　２２



　
　

 

短　
　

歌　
　

        

池
の
台　

蒲
生　

康
男

古
稀
迎
へ
新
に
短
歌
な
ど
せ
よ
と

友
の
言
葉
に
わ
が
前

さ

き

明
し

東
石
岡　

長
谷
部
ミ
イ

と
き
す
ぎ
て
わ
れ
持
ち
行
き
し
花

の
た
ね
南
京
の
地
に
紫
金
草
咲
く

行
里
川　

清
住　

文
明

日
暮
し
の
声
聞
き
乍
ら
妻
見
舞
い

一
人
車
で
吾
家
に
急
ぐ

井　

関　

木
間
塚
具
子

草
叢
に
咲
く
山
百
合
の
気
づ
い
て

と
言
わ
ん
ば
か
り
に
風
に
薫
れ
り

総　

社　

石
崎　

禮
子

手
甲
ぬ
ぎ
つ
つ
小
走
り
に
か
え
り
く

る
母
の
姿
今
も
た
ち
く
る
か
じ
橋
あ

た
り

国　

府　

今
泉　

福
子

古
井
戸
の
端
に
朝
顔
二
三
植
ゑ
加
賀

の
千
代
女
の
優
し
さ
し
の
ぶ

柴　

内　

飯
嶋
よ
う
子

こ
ほ
ろ
ぎ
の
合
唱
聞
き
な
が
ら
湯

に
つ
か
り
身か

ら
だ体

を
い
や
す
も
楽
し

秋
の
宵

山　

崎　

荒
井　

幸
子

九
十
半
ば
を
過
ぎ
て
小
さ
く
な
り

し
祖
母
長
き
手
術
に
も
堪
へ
て
強

か
り

月　

岡　

菱
沼
む
免
子

亡
き
舅
の
丹
精
の
栗
畑
は
今
年
ま

た
豊
作
楽
し
く
栗
拾
い
す
る

須　

釜　

広
瀬   

道

末
枯
れ
た
る
畦
の
ゑ
の
こ
ろ
騒
立

て
て
俄
に
野
分
た
ち
た
り
夕
べ

     

市
民
ず
い
ひ
つ

　
　

俳

句
泉　

町　

醍
醐　

味
風

母
し
の
ぶ
夜
の
長
さ
に
尾
を
垂
ら
す

若　

松　

石
塚　

た
か

水
澄
め
ど
世
の
中
み
え
ぬ
も
の
多
し

貝　

地　

小
池
つ
と
夢

い
い
記
憶
だ
け
を
抱
え
て
雁
渡
る

府　

中　

赤
津
美
智
子

柿
む
き
て
頒
け
て
幸
せ
掌
ほ
ど

三　

村　

今
泉　

し
げ

病
む
癒
す
旅
の
秋
空
湯
ラ
リ
ー

八
軒
台　

竹
内　

林
書

除
草
機
を
鳴
ら
し
今
年
も
秋
終
る

小　

幡　

礒
崎　

嵐
鷲

あ
わ
れ
な
り
刈
ど
き
の
稲
雨
に
伏
し

宇
治
会　

萩
原   

清

咲
き
乱
れ
道
狭
め
た
り
秋
桜

瓦　

谷　

萩
原　

梨
郷

頭
上
に
は
み
ん
み
ん
遠
く
法
師
蝉

片　

野　

綿
引　

鼓
峰

風
向
き
の
変
り
て
寺
へ
稲
埃

文
芸
い
し
お
か

文
化
協
会
だ
よ
り

　

石
岡
市
民
謡
舞
踊
連
合
会　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
岡　
　

孝

　

石
岡
市
民
謡
舞
踊
連
合
会
は
、
昭
和

43
年
５
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

は
、
民
謡
部
８
団
体
、
舞
踊
部
15
団
体

が
互
い
に
連
携
し
活
発
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

結
成
の
年
に
市
民
会
館
が
文
化
の
殿

堂
と
し
て
落
成
。
こ
の
年
、
こ
こ
で
第

一
回
文
化
祭
が
行
わ
れ
、
今
年
で
41
回

目
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

年
の
文
化
祭
は
、
去
る
10
月
12
日
に
秋

晴
れ
の
下
、
２
０
０
人
の
会
員
の
参
加

を
得
て
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

夏
は
、
昭
和
54
年
７
月
か
ら
「
夏
祭

り
民
謡
舞
踊
夢
の
競
演
」
と
銘
打
っ
て

行
わ
れ
、
今
年
７
月
12
日
の
開
催
で
30

回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
二
つ
の
事
業
は
、
多
数
の
愛
好

者
に
来
場
い
た
だ
き
、
好
評
を
博
し
て

い
ま
す
。

　

民
謡
は
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
ど

ん
な
場
所
で
も
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、

華
麗
な
舞
に
は
年
を
忘
れ
、
健
康
を
保

持
で
き
る
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
民
舞
連

で
は
、
活
動
を
次
世
代
へ
継
承
す
る
た

め
、
広
く
門
戸
を
開
放
し
て
皆
さ
ま
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　

二
つ
の
平
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
田　

昇
三

　

平
家
の
全
盛
時
代
に
「
平
氏
に
非あ
ら

ざ
る
者
は
人
に
非
ず
」
と
豪
語
し
た

平
時
忠
は
、
二
位
の
尼
こ
と
平
時
子

（
清
盛
夫
人
）
の
兄
で
大
納
言
の
職

に
居
た
。

　

同
じ
桓
武
平
氏
で
も
清
盛
の
系
統

は
葛
か
ず
ら
は
ら原
親
王 

│
高
見
王
│
平
高た
か

望も
ち

│
国
香
と
、
一
度
は
常
陸
国
に
定
着

し
な
が
ら
貞
盛
が
都
に
上
り
、
藤
原

氏
に
抑
圧
さ
れ
つ
ゝ
も
伊
勢
神
宮
の

神
領
に
土
着
し
、
力
を
蓄
え
て
い

た
。
謎
の
部
分
も
少
し
有
っ
た
と
か

…
…
。

　

時
忠
・
時
子
の
系
統
は
高
望
王
よ

り
20
年
も
前
に
伯
父
の
高た
か
む
ね棟
王
（
葛

原
親
王
の
長
子
）
が
平
姓
を
貰
っ
て

大
納
言
と
な
り
子
孫
は
官
僚
化
し

た
。
四
代
目
の
平
直
材
に
は
珍は
る
き材
と

い
う
文
字
通
り
珍
し
い
名
の
弟
が
あ

り
、
生な
り
ま
さ昌・
惟こ
れ
な
か仲
と
い
う
子
が
居
た
。

父
子
と
も
地
方
の
官
僚
だ
っ
た
ら
し

い
。

　

一
条
天
皇
の
時
代
に
定
子
皇
后
が

出
産
を
前
に
し
て
屋
敷
が
無
く
途
方

に
く
れ
て
い
た
。
兄
が
不
祥
事
で
囚と
ら

わ
れ
実
家
が
焼
か
れ
、
対
抗
す
る
道

長
が
嫌
が
ら
せ
を
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
時
に
平
生
昌
ら
は
道
長
の
眼
を

恐
れ
ず
、
皇
太
后
の
意
を
受
け
て
自

分
の
屋
敷
を
提
供
し
た
り
協
力
を
惜

し
ま
な
か
っ
た
。

　

平
貞
盛
か
ら
常
陸
国
の
半
分
と
も

言
わ
れ
る
領
地
を
貰
っ
た
多
た
け
の
だ
い
じ
ょ
う

気
大
掾

氏
も
、
道
長
に
は
尻
尾
を
振
ら
ず
、

賢
人
と
称
さ
れ
た
藤
原
実
資
を
主
筋

に
選
ん
で
い
た
と
い
う
。「
…
…
人

に
非
ず
…
…
」
は
論
外
だ
が
、
や
が

て
藤
原
氏
を
屈
服
さ
せ
る
「
平
氏
の

気
骨
」
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。

貝　

地　

前
島
く
に
子

秋
の
夕
日
に　

稲
穂
が
光
る

　

黄
金
色
づ
き　

お
辞
儀
す
る

東
石
岡　

岩
田   

正

ち
ゃ
ん
で
呼
び
合
う　

同
窓
仲
間

　

秋
の
会
津
へ　

喜
寿
の
旅

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

風
に
サ
ワ
サ
ワ　

黄
金
の
稲
穂

　

羽
を
休
め
る　

赤
と
ん
ぼ

杉　

並　

岩
城　

正
志

し
ま
い
忘
れ
た　

七
輪
出
し
て

　

季
節
噛
み
し
め　

焼
く
秋
刀
魚

国　

府　

篠
原
美
千
代

愛
が
実
っ
て　

吉
日
選
び

　

夫
婦
固
め
に　

酌
む
お
酒

柿　

岡　

鈴
木　

千
代

朝
の
登
校　

子
の
挨
拶
に

　

杖
の
老
に
も　

ニ
コ
ニ
コ
と

川　

又　

関　
　

清
志

介
護
む
な
し
く　

亡
き
妻
し
の
び

　

今
朝
も
手
向
け
る　

お
茶
と
香

下　

林　

関
口
み
ど
り

夫
の
他
界
に　

月
日
も
早
く

　

草
に
露
お
く　

秋
と
な
る

下　

林　

額
賀　

力
江

朝
な
夕
な
の　

家
族
の
愛
に

　

嫁
の
笑
顔
に　

光
る
露

　
　

俚　
　

謡　

国　

府　

大
西　

和
子

上
が
る
物
価
に　

傷
つ
き
な
が
ら

　

負め

げ
ず
庶
民
の　

工
夫
見
る

２３　広報いしおか　№７６
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わが家のアイドル

　　　　　　　　　　　　正上内
歌と踊りが大好きなお姉ちゃん。
妹の面倒もよく見てくれます。
パパとママから　姉妹仲良く元気
に育ってね♥　

　　　　　　　　　　　　東大橋
毎日ケンカの二人です。でも弟も
「にいにい～」と兄を慕っていま
す。仲良く幼稚園に通っています。
パパとママから　兄弟仲よく育っ
てね。　

森　雄
ゆ た か

峰ちゃん （６歳４か月）　左

　　隆
りゅうや

弥ちゃん （３歳４か月）　右

▲ 飯倉　くるみちゃん（２歳４か月）　右

　　　ひまりちゃん（５か月）　　　左

▲

　わが家のアイドル（小学生未満）を
募集しています！ お子さんの成長の
記念にいかがですか？
　掲載を希望する方は、問い合わせく
ださい。
● 問い合わせ　市役所 秘書広聴課
    ☎ 23-1111（内線 212）

　　　　　　　　　　　　池の台
笑顔がとってもキュートな瀬奈
ちゃん♥お歌を歌うのが大好きで
す！
パパとママから　いつまでもかわ
いい瀬奈でいてね。　

▲ 杉山　瀬
せ な

奈ちゃん（１歳）　

平
成
21
年
版

　

石
岡
市
観
光
協
会
で
は
、
毎
年

好
評
の
「
石
岡
の
お
ま
つ
り
カ
レ

ン
ダ
ー
（
Ｂ
３
版
）」
平
成
21
年

版
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

１
０
０
０
部
の
限
定
販
売
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。

◆ 

販
売
価
格

　

一
部　

１
０
０
０
円

◆ 

販
売
場
所

　

市
役
所 

商
工
観
光
課

　

八
郷
総
合
支
所 

商
工
観
光
課

　

石
岡
市
観
光
案
内
所

　

ま
ち
蔵
「
藍
」

◆ 

問
い
合
わ
せ

　

市
役
所 

商
工
観
光
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
４
１
３
）

石
岡
の
お
ま
つ
り

　

カ
レ
ン
ダ
ー
販
売
中
！
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